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令和７年度第２回富谷市介護保険運営委員会 会議録 

～ 委員会概要 ～ 

日 時  令和７年１０月３日（金） 午後２時００分～午後２時４７分 

場 所  富谷市役所３階 ３０５会議室 

 出席委員（１５名） 那須 正行、笠原 純子、江角 伸吾、中谷 良子、渡邉 裕志、 

吉村 恵理、土井 孝博、田中 しなの、斎藤 翔、門間 とも子、 

鈴木 郁子、永野 憲子、佐藤 恵子、相澤 富子、菅原 義則 

欠席委員（２名）  志水 田鶴子、増田 恵美子 

会議に参与したる者  市長 若生 裕俊 

事務局出席者（７名） 

○保健福祉部 次長 関谷 奈保子、長寿福祉課長 横田 善和、 

       長寿福祉課課長補佐 亀 莊一郎、主幹 岡 宣之、主事 早坂 友花 

       保健福祉総合支援センター所長 大谷 江里子、技術主幹 高橋 侑美 

 

志水委員、増田委員２名の欠席となっているが、過半数の出席により、 

委員会規則第４条の規定により委員会開催を確認。 

 

午後 2時 00分 

＜ 開会 ＞  司会進行 長寿福祉課長補佐 

＜ あいさつ ＞  富谷市介護保険運営委員会 委員長 那須 正行 

＜ あいさつ ＞  富谷市 市長 若生 裕俊（市長あいさつ後、公務により退席） 

 

（亀補佐） なお、今後の議事進行につきましては、委員会規則第４条の規定に基づき、委員長 

が議長となり進行することとなっておりますので、進行をお願い致します。 

 

（那須委員長） 議事を進行するにあたり、委員の皆様の活発なご意見を期待いたしますと 

ともに、議事進行につきましてご協力をお願いいたします。  

それでは早速ですが、審議にはいります。 

はじめに、（１）地域包括ケア「見える化」システムを活用した地域分析に 

ついて、事務局からご説明をお願いします。 

 

（岡主幹） ＜ 資料１ 地域包括ケア「見える化」システムを活用した地域分析について ＞ 
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（那須委員長） ありがとうございました。ただいま資料１につきまして、詳細に説明をい 

ただきました、ご質問等ありましたらお願いします。 

（特になし） 

後ほど、ご意見ありましたら承りますので、次に（２）富谷市介護保険事業

の推移について、説明をお願いします。 

 

（岡主幹） ＜ 資料２ 富谷市介護保険事業の推移について ＞ 

 

（那須委員長） ありがとうございました。ただいま資料１につきまして、詳細に説明をい 

ただきました、ご質問等ありましたら承ります。 

（特になし） 

無いようですので、協議事項に入らせていただきます。 

        （１）「富谷市高齢者保健福祉計画・第１０期介護保険事業計画」策定に向 

けた実態把握調査について①から④までございます、よろしくお願いします。 

 

（岡主幹） ＜ 資料３ 「富谷市高齢者保健福祉計画・第１０期介護保険事業計画」策定に 

向けた実態把握調査について ＞ 

＜ 当日資料１ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 設問案 ＞ 

＜ 当日資料２ 在宅介護実態調査 設問案 ＞ 

＜ 当日資料３ 第２号被保険者ニーズ調査 設問案 ＞ 

＜ 当日資料１ 介護人材実態調査 設問案 ＞ 

 

（那須委員長） ありがとうございました。 

こういう流れ、こういう内容でいつ頃までに把握すべきか、報告はいつまで、

これに沿って運営委員会皆さんのご協力を得て、進めてまいりたいと思いま 

す。 

ご質問等ありましたらお願いします。 

（特になし） 

では、次回開催予定日と連絡事項等ありましたらお願いします。 

 

（亀補佐） 次回委員会については、１２月１８日木曜日を予定してございます、また近くなりま

したら通知いたしますのでよろしくお願いいたします。 
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また、先ほどの説明の資料３の１６ページ、スケジュール予定の第４回介護保険運営

委員会の日程について、令和８年２月２６日木曜日となっておりますが、令和８年３月

１６日月曜日になりますので、訂正お願いします、その他としましては以上となります。 

 

（那須委員長） 以上で議事終了となります、事務局に進行をお返しいたします。 

 

（亀補佐） 委員長、円滑な進行、ありがとうございました。 

以上で、令和７年度第２回富谷市介護保険運営委員会を終了いたします。 

大変お疲れ様でございました。 

 

＜ 閉会 ＞ 午後２時４７分 

 

※閉会後、江角委員より、実態把握調査の第２号被保険者ニーズ調査のアンケート項目につい

て、４０歳から６４歳までの年齢層対象ということから、ダブルケア（親や親族の介護と子

育てが同時期に発生する状態）の項目を追加してはどうかと事務局へ提案あり。 

次回委員会の協議事項における、アンケート調査の項目案において検討していく旨を報告し

た。 


